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～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●川越市社会福祉審議会地域福祉専門分科会 保健福祉推進課保健福祉推進担当・℡内線2513
８月19日昔、午後１時30分～。本庁舎７階７Ａ会議室。傍聴は、当日直接会場。

●第11回川越市介護保険事業計画等推進委員会 介護保険課計画担当・℡内線2563
８月24日戚、午後１時30分～。やまぶき会館会議室。傍聴は、当日直接会場。
●埼玉県市町村申請・届出サービスが始まります　情報統計課情報化推進担当・℡内線2261
市では、埼玉県および県内の市町村と共同で、住民票の写しの請求などをインターネットを利用して行うサービスを８月24日戚か
ら開始します。詳しくは、８月25日発行の広報川越および市ホームページをご覧ください（http://www.city.kawagoe.saitama.jp）。
●コミュニティ助成事業 市民活動支援課市民活動支援係・℡内線2413
霞ケ関北自治会では、蹟自治総合センターが実施している平成17年度宝くじ助成を受けて、太鼓・太鼓台を購入しました。コミュニテ
ィ助成事業では、自治会が活動に必要な施設や設備に対する助成をしています。詳しくは、お尋ねください。

川
越
市
と
セ
ー
レ
ム
市
（
米

国
・
オ
レ
ゴ
ン
州
）
が
姉
妹
都
市

提
携
し
て
か
ら
二
十
年
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、
こ
と
し
は
セ
ー
レ
ム

市
、
来
年
は
川
越
市
で
お
祝
い
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
七
月
十
一
日
か
ら

セ
ー
レ
ム
市
議
会
議
事
堂
で
行
わ

れ
た
合
意
書
へ
の
署
名
式
の
も
よ

う
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
世
界
へ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
ー
サ
ー
・
バ
ー
マ

ン
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
セ
ー
レ

ム
市
姉
妹
都
市
交
流
委
員
会
の
皆

さ
ん
の
案
内
で
、
オ
レ
ゴ
ン
州
庁

舎
な
ど
、
市
内
の
施
設
を
見
学
し

ま
し
た
。
州
庁
舎
で
は
、
開
催
中

の
州
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
リ
ン
グ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
は
、
川
沿
い
の
庭
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
庭
に
は
、

昨
年
の
夏
、
セ
ー
レ
ム
市
に
派
遣

さ
れ
た
川
越
市
中
学
生
交
流
団
の

皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
地
元
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

植
樹
を
し
た
木
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
、
両
市
の
若
者
の
姉
妹
都
市

交
流
へ
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

セ
ー
レ
ム
市
で
の
二
日
目
、
両

市
の
二
十
周
年
を
記
念
す
る
式
典

が
開
催
さ
れ
、
百
五
十
人
も
の
セ

ー
レ
ム
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。
テ
ー
ラ
ー
市
長
は
「
今

後
、
交
流
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
来
年

は
多
く
の
セ
ー
レ
ム
市
民
と
共
に

川
越
を
訪
れ
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
舟
橋
市

長
は
、「
今
回
の
訪
問
は
、
次
の

二
十
年
へ
の
第
一
歩
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
来

年
は
、
テ
ー
ラ
ー
市
長
は
じ
め
、

セ
ー
レ
ム
市
民
の
皆
さ
ん
に
川
越

を
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
口
議
長

は
「
セ
ー
レ
ム
市
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
市
民
の
国
際
性
を
養
い
、

住
民
主
体
の
国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
舟
橋
浩
子
市
長
夫
人
に

よ
る
日
本
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
元

川
越
市
英
語
指
導
助
手
の
皆
さ
ん

が
通
訳
を
務
め
る
中
、
式
典
は
和

や
か
に
進
み
ま
し
た
。
川
越
市
民

の
皆
さ
ん
は
、
セ
ー
レ
ム
市
民
の

皆
さ
ん
に
積
極
的
に
話
し
か
け
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
小
さ
な
親
せ

き
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
・
セ
ー
レ
ム
市
と
の
交
流
が
二
十
周
年

友
人
か
ら
家
族
へ

問
い
合
わ
せ
…
国
際
交
流
課
国
際
交
流
担
当
・
℡
内
線
２
１
４
２

合意書への署名を終えて（セーレム市議会議事堂）

ウィラメット大学を訪れた市民の皆さん

十
八
日
ま
で
、
舟
橋
功
一
市
長
、

山や
ま

口ぐ
ち

肇
は
じ
め

議
長
を
は
じ
め
と
す
る

市
議
会
議
員
団
、
さ
ら
に
川
越
商

工
会
議
所
や
川
越
市
姉
妹
都
市
交

流
委
員
会
を
含
む
市
民
の
皆
さ
ん

等
の
合
計
三
十
六
人
で
セ
ー
レ
ム

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
次
の
二
十
年
に
向
け

て
、
両
市
の
市
長
間
・
議
長
お
よ

び
議
員
間
・
商
工
会
議
所
間
・
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
間
・
姉
妹
都
市

交
流
委
員
会
間
で
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
な
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
両
市
間
の
姉
妹
都
市

関
係
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
合

意
書
に
両
市
長
、
両
議
長
、
両
姉

妹
都
市
交
流
委
員
会
代
表
が
、
多

く
の
両
市
民
が
見
守
る
中
で
署
名

し
ま
し
た
。
セ
ー
レ
ム
市
の
ジ
ャ

ネ
ッ
ト
・
テ
ー
ラ
ー
市
長
は
、

「
こ
の
二
十
周
年
を
契
機
と
し
て

さ
ら
に
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、

こ
の
経
験
を
若
い
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

両
市
は
友
人
か
ら
家
族
に
な
り
、

両
市
民
は
親
せ
き
に
な
り
ま
し

た
」と
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
こ
と

で
、
国
民
年
金
被
保
険
者
の
方
も
、

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
た
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
国
民
年
金
基
金

は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け

た
公
的
な
法
人
で
す
。
設
立
か
ら
運

営
ま
で
を
厚
生
労
働
省
が
指
導
・
監

督
し
て
い
る
の
で
安
心
し
て
加
入
で

き
ま
す
。
ま
た
、
掛
金
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除
を
、
受
け
取
る
年
金
に

つ
い
て
は
公
的
年
金
等
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
で
き
る
方

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
、
日

本
国
内
に
居
住
す
る
国
民
年
金
第
一

号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
な
ど
）
で

す
。

＊
国
民
年
金
保
険
料
を
全
額
免
除
・

半
額
免
除
さ
れ
て
い
る
方
、
国
民
年

金
任
意
被
保
険
者
、
農
業
者
年
金
基

金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

加
入
の
し
か
た

埼
玉
県
国
民
年
金
基
金
に
「
国
民

年
金
基
金
加
入
申

も
う
し

出で

書
」
を
提
出

し
ま
す
。

＊
い
っ
た
ん
加
入
す
る
と
、
個
人
の

都
合
で
任
意
に
脱
退
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
脱
退
時
に
、
掛

金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

掛
金
に
つ
い
て

加
入
し
た
年
金
の
型
・
口
数
・
加

入
・
増
口
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。
掛
金
は
、
指
定
の
銀
行
ま

た
は
郵
便
局
の
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
と
の
関
係

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
国
民
年
金
の
付
加
年
金
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。ま

た
、
国
民
年
金
が
未
納
と
な
っ

た
場
合
、
そ
の
期
間
に
対
す
る
基
金

の
年
金
や
遺
族
一
時
金
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

資
料
の
請
求
・
加
入
の
申
し
込
み

は
、
埼
玉
県
国
民
年
金
基
金
（
〒
３

３
０-

０
０
６
４
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
岸
町
七
丁
目
一
一-

二
・
℡
０
１

２
０-

６
５
４
１
９
２
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民
年

金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１

国
民
年
金
基
金
と
は

国
民
年
金
基
金
と
は

国
民
年
金
基
金
と
は

東京電機大学大学院サテライト講座「豊かな人間生活を育
はぐく

むテクノロジー」

時間…①＝午後１時30分～３時②＝午後３時15分～４時45分　定員…60人（抽せん、市外在住者も受講可） 会

場…９月24日＝川越福祉センター$10月１日以降＝三井住友海上川越ビル８階（脇
わき

田
た

本
ほん

町
ちょう

） 受講料…3,000円

（１回目の講義時に集金） 申し込み…８月23日惜までに電話またはEメールで大学設置準備室（Eメールの場合は、

住所・氏名・ふりがな・性別・年齢・職業・電話番号・Eメールアドレスを明記）

問い合わせ…大学設置準備室大学設置準備担当・℡内線2171$Eメール：daigakujunbi@city.kawagoe.saitama.jp

今回の講座は、東京電機大学の全面的な協力により、大学院理工学研究科の正課授業を、駅から近く、市民の皆

さんが受講しやすい会場で、社会的に要望の強いテーマを設定し、一般に公開するものです。

特に今回の企画では、同大学教授陣が日夜研究を進めているテクノロジー（技術）の中でも、社会に役立つ日が

近いものを積極的に紹介していきます。また、就労者支援の立場からも有意義な講座であると考えています。

なお、この講座は科目等履修生登録をすることにより、所定の成績を修めると理工学研究科の単位が認定されま

す。単位認定を希望する方は、同大学理工学部事務部（℡296－2911）に事前にご連絡ください。

川越シティカレッジ

開催日 テーマ 講師

１部……健康と科学技術

９月24日析
①健康と膝関節 東京電機大学大学院理工学研究科教授・里見忠篤さん

②再生医学の将来展望 同教授・立石哲也さん

10月１日析
①生物に学ぶ機能材料 同教授・浅岡照夫さん

②手術支援用ロボット 東京大学大学院情報理工学系研究科助教授・正宗賢さん

10月８日析
①看護・介護動作支援技術 東京電機大学大学院理工学研究科教授・小川鑛一さん

②福祉ロボットの実用化研究 同教授・斎藤之男さん

２部……物作り技術と人間生活

10月15日析
①自動車の走行原理と技術 東京電機大学大学院理工学研究科教授・佐野彰一さん

②音・振動と日常生活 同教授・佐藤太一さん

10月22日析
①マイクロマシンのいろいろ 同助教授・辻裕一さん

②知能化された生産機械 同教授・樫村幸辰さん

10月29日析
①自動販売機の省エネ対策 同教授・国吉光さん

②目に見える熱現象 同教授・亀岡利行さん


